
彼岸花を手に出勤する教職員がいました。「子どもたちと絵を描きます」とのこと。

地域の道のあちこちにも鮮やかな彼岸花の赤が見られます。  

明日は秋分の日。日中はまだまだ暑いものの朝晩は少しずつ涼しくなり、秋の訪

れを感じます。 

 

 

えんぴつの音だけが聞こえている時、 

先生が「いいね！」って言ってくれてうれしかった。 

先週子どもたちが教えてくれた言葉です。 

「タブレットで勉強したり、テレビの動画を見たりする時があってもえいけ

ど、えんぴつの音だけが聞こえたり、発表する人の声を聴いたり、発

表しあったりする。これが勉強！！」 

授業参観をしていると、静寂の場面に出会います。そこにはタブレット

学習に夢中の子どもたちの姿があります。令和９年度の全国学力・学習

状況調査はタブレットのみでの調査となり鉛筆は使いません。先日参観

した香我美中学校の授業では、教科書を根拠にしながら、「学習目標」に向かって、情報収集・整理、仲間と共有し分析・

「まとめ」とタブレットを活用して授業が行われていました。これからの教育には欠かせないタブレット活用。だからこそ正

しく使いこなしていかなければなりません。 

しかし、子どもたちは、タブレットに向き合うだけでなく、やっぱり顔を見ながら、声を聴きながら学び合い、表現する学習

のよさも大切だと感じているのだと思います。学び合い、学習を深めていく子どもたちの表情は、きらっと輝き、参観してい

る者を引き付けます。 

子どもたちの「学ぶ姿」を丁寧に見取り、思いや考えを理解し、子ども同士をつなげ、評価して

いく、「考える・わかる・できる・もっと～たい」を実感する授業づくりに努めることが、子どもたちの

学びを深めることになると教えられました。 

今週木曜日は、講師をお招きして授業研究会を行います。子どもたちの声を受け止め研修に励

んでいきたいと思います。 

  ９/17・18 児童会主催の紙飛行機大会が行われました。低学年・高学

年の部で行った予選で勝ち上がった代表者が 18 日の決勝戦に臨みます。

体育館には、自信作を手に並ぶ各学年の代表者に向け、割れんばかりの応

援エールを送る仲間の姿がありました。最後には先生の部も開催。ここは

「ライブ会場？」と思わせる盛り上がりに、紙飛行機も心地よく宙に舞いました。子どもたちの大声援を受けた

ALT のエバン先生は、職員室に戻って「すごく楽しかった！」と満面の笑みで話したそうです。       
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